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●東日本大震災の直後から宮城県立石巻高校の

先生方や生徒たちが遭遇したこと､ そのなかで

どう動き何を経験されたかが､ シンポジウムで

語られました｡ 学校の保健室にできた臨時診療

所を手伝い､ 自らも被災されながら不眠不休で

避難してこられる方々のお世話をされる先生方｡

そうした先生方にならって自発的に､ しかも避

難者の身になって工夫をこらし､ それを手伝う

生徒たち｡ そのことがむしろ生徒たち自身を､

被害や様々な喪失の痛手から救った部分がある

のではないかと感じました｡

●自主研修的な特集２はいかがでしたか？ 夏

休みにはこうした技法や新しいアプローチを学

ぶ機会がたくさんあります｡ 学ばれたことを学

校でどう活用し､ 子どもとのかかわりに活かさ

れたか､ ぜひ本誌編集部に教えてください｡ 楽

しみにお待ちしております｡ ���
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親とうまくいかないことで悩んだり､ 荒

れたりする子にかかわるとき､ どんなか

かわりができるのか､ その際どんな配慮

が必要なのかを考えます｡
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遅刻指導は全校一致の指導が基本になり

ます｡ しかし､ 遅刻する子のなかには､

配慮すべき事情が絡んでいたり､ 遅刻が

かかわりのきっかけになることも｡ 遅刻

指導の可能性を探ります｡
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